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１．はじめに 

 結晶片岩は，中央構造線三波川帯に存在する広域変成岩であり，現在，ＪＨの工事では，近畿自動車道尾鷲

勢和線（三重県大台町付近）で発生している。筆者らは，結晶片岩のうち当該工事で発生する黒色片岩の室内

試験と現地施工で生じる乾燥密度の差異が，含水比，締固め条件，結晶片岩の片理面での剥離の影響等である

ことを別報１）で報告している。 
 近年，盛土の性能規定化のために，要求性能・水準を定めることが急務となっている。そこで，筆者らは，

黒色片岩を用いた盛土の圧縮沈下及び今後第二東名高速道路で発生する高盛土等への基礎資料とすることか

ら，最大盛土高さを６０ｍ程度に想定した一次元圧縮試験を実施した。本報文は，上述した一次元圧縮試験の

うち、即時沈下における圧縮特性についてとりまとめたものである。 

２．試験概要 
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図-１　乾燥密度－含水比曲線

※既存１・２は，過去に実施した試験結果（Ｅ法）であ
る。本試験（Ｅ法・Ｂ法）は，今回の調査で実施したもの
である。
※今回の調査では，現地施工の含水比が約３％であったの
で，３．１％に調整した試料で一次元圧縮試験を実施し
た。

一次元圧縮試験の

含水比３．１％

２－１ 黒色片岩の基本物性と試料の作製 
表－１　黒色片岩の基本物性

項目 試験値 既往の試験
※２

最大粒径(mm) 75.0 53-75
水浸CBR(%) 27.5 26.0-39.8
ｽﾚｰｷﾝｸﾞ率(%) 1.3 0.5-2.1
破砕率(%) 36.4 14.4-32.0
75μm通過量(%) 3.7 3.3-7.5
ＰＩ 6.7 NP-11.3
土粒子の密度 2.753 2.741-2.805

細長・扁平率(%)※１ 96.7 30-40※３

礫の積比重 2.64 2.36-2.67※３

礫の吸水率(%) 1.54 1.05-5.78※３

ｗｎ(%) 1.1 1.6-3.6

ρdmax 2.227 2.188-2.289

ｗopt(%) 6.4 5.0-6.0

地盤材料の工学的分類 GS －－－
※１ 文献１）に記載する細長・扁平率試験のことをいう。
※２ 黒色片岩の試験結果（５試料）である。
※３ 黒色片岩の試験結果（２試料）である。

 黒色片岩の基本物性を表－１に

示す。一次元圧縮試験に利用する

黒色片岩の粒度は，現地施工を考

慮し，ブルドーザで敷均した箇所

から試料採取したものを代表粒径

（表－２）とした。なお，試料の

最大粒径は，直径１５ｃｍのＣＢＲ

モ－ルドを利用するため，３７．５

ｍｍにしている。結晶片岩の室内

と現地施工の乾燥密度－含水比曲 

線を図－１に示す。今回実施した一次元圧縮試験は，現地施工を考慮し含水比を約３％に調整し，最大乾燥

密度ρｄｍａｘ（密度比：Ｄｃ１００％）から密度比８０％まで５％刻みの乾燥密度にした供試体（直径１５ｃｍ，

高さ１２．５ｃｍ）を作製した（表－３）。 

 

No. 37.5mm 19.0mm 9.5mm 4.75mm 2.0mm 425μm 75μm

1 100 88.2 73.9 57.2 39.1 18.6 10.2
2 100 87.1 69.3 54.5 37.8 17.8 10.1
3 100 89.4 73.2 58.2 40.6 15.1 10.3

平均 100 88.2 72.1 56.5 39.1 17.2 10.2

※粒度は、Ｎｏ．１から３の平均値を用いた。

表－２　代表粒径について

 

 

 

 

２－２ 一次元圧縮試験装置と載荷条件 

 一次元圧縮試験装置を図－２、載荷条件を図－３に示す。 

載荷条件は，黒色片岩の圧縮沈下特性を把握するために，  

表－３　　密度比と締固めエネルギー

ランマー 落下高 突固め 突固め 締固め仕

質量WR H 回数Nb 層数NL 事量Ec

(kg) (㎝) (回) (層) （m･kg/m３)

100 4.5 45 512 6 622.1

95 4.5 45 276 3 75.9
90 2.5 30 55 3 5.6

85 2.5 30 30 3 3.1
80 数回 3 ---

モールド：φ150×h125 モールド容量V：2209㎝３

Ec=WR・H・Nb・NL/Vρdmax=2.227g/㎝３

密度比
(％)

木ヅチ
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ロードセル ２種類（非水浸・全水浸）

を実施した。 
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※　初期水浸時には、質量５ｋｇ（２．７８ｋＮ／ｍ２）の軸付き
有孔板を載せている。

図－３　載荷条件

３．試験結果 変位計 
グリース  載荷圧力と間隙比の

関係を図－４に示す。

乾燥密度が８０％以外

は，初期段階において

水浸させた供試体が膨

張（非水浸の供試体よ

り間隙比が高い）して 

加圧板 
メンブレン 

供試体 モールド

図―２ 試験装置 

いる。膨張の原因は，（初期の）載荷圧力が小さいことであ

ると考えられる。一次元圧縮試験の即時圧縮ひずみと上

載圧力の関係を図―５に示す。一次元圧縮試験の結果か

ら，密度比が９０％以上得られれば，６０ｍ盛土相当の

Ｐ＝１，２８０ｋＮ／ｍ２でも即時圧縮ひずみが５％以下と

なるので、施工後に生じる残留沈下は、問題ないと考えら

れる。なお、残留沈下に関する検討は、報文（その２）２）

にて報告する。 
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※すりつぶした黒
色片岩の圧密試験

図－４　間隙比と上載圧力の関係

※黒色片岩をすりつぶして２５０μｍ以下のふるいを通
過した試料を用いた。液性限界の約１．５倍（約４
０％）の含水比（スラリー状態）に調整し，２０ｋＮ／

ｍ２で予備圧密を行った後に供試体を作製した。

４．まとめ 

 盛土の水浸沈下は，含水比が低く密度比が低い場合に生

じやすいとされている。黒色片岩の密度比は，施工含水比

が最適含水比より低いこと及び片理の影響で細長・扁平に

なる等の理由により，増加し難い傾向がある１）。本試験では，

初期の含水比を現地施工の含水比と合わせて（最適含水比

より低い状態）一次元圧縮試験を行い，密度比９０％で圧

縮ひずみが５％以下になった。しかし、黒色片岩は、室内

試験と現地施工で得られる密度に差異があるので，含水比

調整，破砕・転圧等を適切に行い施工することが必要であ

ると考えられる。 
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図－５　即時圧縮ひずみと載荷圧力

なお，本報文では，黒色片岩の一次元圧縮試験について

報告したが，現地施工の盛土に沈下板を設置し動態観測を

実施している。動態観測による盛土の沈下，一次元圧縮試

験との関係等については，別の機会に報告する予定である。 
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